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日本の資源と産業 名前

問1 1970年代後半以降、日本の漁業における「遠洋漁業」の漁獲量は大幅に減少しました。この背景にある国際的なルールの変化と、その後の日本
の漁業のあり方の変化について説明したものとして、最も適切なものを選びなさい。 （2021年 和歌山県公立入試 類似）

1. 沿岸から200海里までの排他的経
済水域が設定され、他国の水域での
操業が制限されたため、育てる漁業
や資源管理を重視するようになった
。

2. 世界的な地球温暖化の影響で海水
温が上昇したため、日本の漁船は北
極圏へ移動し、他国と合同で資源開
発を行うようになった。

3. 公海での漁業が全面的に禁止され
たため、全ての漁船が沿岸から12海
里以内の領海でのみ操業し、輸入を
大幅に増やす方針に転換した。

4. 鉱物資源の採掘が水産資源の確保
より優先されることになったため、
漁場が石油掘削基地へと変わり、漁
業から工業へ労働力が移動した。

問2 長野県などの標高が高い地域では、夏の冷涼な気候を活かしてレタスなどの野菜を生産する「高冷地農業」が盛んです。平地での生産が困難な
夏季に、出荷時期をあえて遅らせて市場に供給するこの栽培方法の名称を選びなさい。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 抑制栽培 2. 近郊農業 3. 促成栽培 4. 二毛作

問3 トウモロコシやサトウキビなどの植物資源を原料として製造される燃料は、燃焼時に二酸化炭素を排出しても、もともと植物が成長過程で吸収
したものであるため大気中の二酸化炭素を増やさないとみなされます。このような地球温暖化対策の代替エネルギーとしても注目されている燃
料を何と呼びますか。 （2016年 奈良県公立入試 類似）

1. 天然ガス 2. 化石燃料 3. 原子力燃料 4. バイオ燃料

問4 九州地方において福岡県は、年間の商品販売額が最も多くなっています。このように、都市部で経済を支える中心となっている小売業、卸売業
、サービス業などのように、形のないサービスを提供する産業を総称して何と呼びますか。 （2016年 岡山県公立入試 類似）

1. 第3次産業 2. 重化学工業 3. 第2次産業 4. 第1次産業

問5 日本企業の海外生産比率が上昇を続け、2015年には25%近くに達したという統計が見られます。製造業が生産拠点を海外へ移転させる主な理由
と、その結果として国内で懸念される状況の組み合わせとして、最も適切なものはどれですか。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 円安による輸出利益の増加を狙う
ため、国内の工場をすべて閉鎖して
本社機能のみを残す。

2. 輸送コストを削減して地産地消を
推進するため、国内の農業従事者が
製造業へ転職する。

3. 海外の安価な労働力を活用してコ
ストを下げるため、国内の関連産業
が衰退し雇用が失われる。

4. 日本国内の市場を拡大させるため
、国内の生産設備を最新のIT技術に
置き換える。

問6 山梨県において、1970年代から8月の最高気温が上昇傾向にあるという統計データが見られます。このような地球温暖化の影響を受ける中で、
従来の品種よりも暑さに強く、10アールあたりの収穫量が90キログラム以上多い新しいコメの品種を開発し、導入する取り組みを何と呼びます
か。 （2026年 山梨県公立入試 類似）

1. 冷害対策 2. 化学肥料の増量 3. 促成栽培 4. 品種改良

問7 日本の農業産出額の内訳に関する2022年の統計資料において、以下の3つの地域の特徴が見られます。一つ目は、総額が5114億円に達し、その
約68％を「畜産」が占める地域。二つ目は、総額が2708億円で「果実」と「野菜」がそれぞれ約33％ずつを占める地域。三つ目は、総額は484
億円と比較的規模は小さいものの「米」が約49％と約半分を占める地域です。これら三つの地域に該当する都道府県の組み合わせとして正しい
ものはどれですか。 （2026年 茨城県公立入試 類似）

1. 一つ目が鹿児島県、二つ目が長野
県、三つ目が石川県

2. 一つ目が茨城県、二つ目が長野県
、三つ目が石川県

3. 一つ目が鹿児島県、二つ目が石川
県、三つ目が長野県

4. 一つ目が茨城県、二つ目が石川県
、三つ目が長野県

問8 日本などの資源が少ない国において、携帯電話やパソコンなどの廃棄された電子機器からレアメタルを回収し、再利用する取り組みが行われて
います。このような「都市に眠る資源」を何に見立てて呼ぶか、適切なものを選んでください。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 都市鉱山 2. 循環型社会 3. 産業クラスター 4. エコタウン

問9 多くの過疎地域が、単なる建物の建設や道路の整備といった公共事業だけでなく、移住支援や観光客の誘致に力を入れている理由として、最も
適切な説明はどれですか。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. 将来的にその地域を無人化し、広
大な自然保護区へと転換することを
最終目標としているため

2. 高齢者の居住エリアを一箇所に集
約し、福祉サービスを完全に廃止す
るための準備として

3. 土地の価格を大幅に上昇させ、既
存の住民が土地を売却して都市へ移
住しやすくするため

4. 地域の雇用や産業を創出すること
で、持続可能な形で若者の定着や新
しい人の流れを生むため

問10 交通手段の選択において、所要時間が1時間半弱で運賃が1万円程度の「新幹線」と、所要時間が50分で運賃が2万円強の「飛行機」を比較した
場合、新幹線が選ばれる理由として最も適切な説明はどれですか。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. 運賃が高速バスよりも安く、移動
にかかる経済的負担が最も小さいた
め

2. 一度に運べる貨物の量が飛行機よ
りも多く、物流の拠点として機能し
ているため

3. 運賃が飛行機の半分程度に抑えら
れており、所要時間と費用のバラン
スが良いため

4. 飛行機よりも移動時間が短く、目
的地に最も早く到着できるため

問11 日本では少子高齢化が進むなか、15歳から64歳までの経済活動を支える中心となる人口が減少しています。この人口を何と呼びますか。 （2020年

北海道公立入試 類似）

1. 労働力人口 2. 年少人口 3. 老年人口 4. 生産年齢人口

問12 レタスの生産量が全国第2位である茨城県（2022年統計で約8万6800トン）が、主に冬から春にかけて多くのレタスを出荷できる理由として、
最も適切な説明はどれですか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 高冷地の厳しい寒さを利用して、
害虫の発生を抑えた栽培を行ってい
るため

2. 冬でも比較的温暖な平野部の気候
を活かした栽培が行われているため

3. 夏場の生産に特化し、冬の間は貯
蔵したものを順次出荷しているため

4. 広大な土地に大規模なスプリンク
ラーを設置し、乾燥した冬の気候を
克服しているため
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

沿岸から200海里までの排他的経済水域が設
定され、他国の水域での操業が制限されたた
め、育てる漁業や資源管理を重視するように
なった。

排他的経済水域が世界的に設定されたことで、日本の漁船が他国の沿岸近くで自由に魚を獲る
ことができなくなり、遠洋漁業が衰退しました。これを受けて、日本の漁業は「とる漁業」か
ら、稚魚を放流して育てる「栽培漁業」や、魚を囲いで育てる「養殖業」、さらに漁獲量を制
限して資源を守る「資源管理型漁業」へとシフトしていきました。

問2 答え 1
抑制栽培

長野県の八ヶ岳山麓などの高冷地では、標高が高いことによる夏の涼しい気候を利用して、平
地の気温が上がりすぎて栽培が難しくなる時期に野菜を生産しています。このように、自然環
境を活かして出荷時期を通常より遅らせる方法は「抑制栽培」と呼ばれます。一方、宮崎県や
高知県で行われる、温暖な気候を利用して出荷を早める方法は「促成栽培」であり、高冷地農
業と対比してよく問われます。

問3 答え 4
バイオ燃料

植物資源（バイオマス）を原料とするため、このように呼ばれます。二酸化炭素の排出と吸収
が差し引きゼロになるという「カーボンニュートラル」の考え方に基づき、地球温暖化対策と
して期待されています。

問4 答え 1
第3次産業

産業は、自然から資源を採取する農業・漁業などの第1次産業、それらを加工する工業・建設
業などの第2次産業、そして形のないサービスや情報の提供、商品の流通を担う第3次産業に分
類されます。都市部では、人口の集中に伴い小売業やサービス業の需要が高まるため、第3次
産業が産業構造の大部分を占めるようになります。

問5 答え 3
海外の安価な労働力を活用してコストを下げ
るため、国内の関連産業が衰退し雇用が失わ
れる。

企業は国際的な価格競争に勝つために、賃金の安い海外に生産拠点を移します。これにより製
品を安く作れるようになる一方で、国内ではそれまで工場を支えてきた部品メーカーなどの取
引先が仕事を失ったり、工場労働者の雇用が削減されたりする「産業の空洞化」が問題となり
ます。統計上の海外生産比率の上昇は、この現象が進行していることを示しています。

問6 答え 4
品種改良

地球温暖化による気温上昇という環境の変化に対応するため、その土地の気候に合った新しい
性質を持つ種や苗を作ることを品種改良と呼びます。かつての日本の稲作では、東北地方など
を中心に夏の低温による「冷害」を防ぐための改良が盛んでしたが、近年は猛暑による品質低
下や収穫量減少を防ぐための「高温耐性」を持つ品種の開発が重要視されています。

問7 答え 1
一つ目が鹿児島県、二つ目が長野県、三つ目
が石川県

鹿児島県はシラス台地が広がり、水持ちが悪い地形的制約から古くから畜産が盛んで、産出額
の大部分を占めます。長野県は中央高地の冷涼な気候を活かしたリンゴやブドウなどの果実、
およびレタスなどの高原野菜の生産が盛んであり、これら二つの品目がバランスよく高い割合
を示します。石川県は、北陸地方特有の平野部を活かした稲作が行われており、産出額の総額
自体は上位県に及びませんが、内訳では米の占める割合が非常に高くなるのが特徴です。

問8 答え 1
都市鉱山

廃棄された電子機器の基板や電池には、コバルトやリチウムなどの高価な希少金属が含まれて
います。これらを単なるゴミとして処理せず、貴重な資源の供給源と捉える考え方を「都市鉱
山」と呼び、資源の有効活用と輸入依存度の低減を目指しています。

問9 答え 4
地域の雇用や産業を創出することで、持続可
能な形で若者の定着や新しい人の流れを生む
ため

過疎化の主な原因は、地域に働く場所が不足していることによる若者の流出です。そのため、
移住促進や観光振興によって地域内にお金が回る仕組みを作り、仕事（雇用）を生み出すこと
が、人口減少に歯止めをかけるための根本的な対策となります。単に道路を作るだけでは、一
時的な経済効果はあっても、長期的な活性化にはつながりにくいという背景があります。

問1
0

答え 3
運賃が飛行機の半分程度に抑えられており、
所要時間と費用のバランスが良いため

交通網の発達した地域では、所要時間、運賃、利便性などを基準に手段が選択されます。新幹
線は飛行機よりも運賃が安く、かつ高速バスよりも大幅に時間を短縮できるため、速達性と経
済性のバランスを重視する多くの利用者に選ばれています。特に福岡と鹿児島のような中距離
区間では、飛行機は移動そのものは早いものの、空港へのアクセスや運賃の高さから新幹線と
の競合が起こります。

問1
1

答え 4
生産年齢人口

15歳から64歳までの人口を生産年齢人口と呼び、社会の労働力を支える主要な層を指します
。日本では少子高齢化の影響でこの層が減少し続けており、労働力不足が深刻な社会問題とな
っています。

問1
2

答え 2
冬でも比較的温暖な平野部の気候を活かした
栽培が行われているため

茨城県は関東平野に位置し、冬でも比較的温暖な気候を活かして、冬から春にかけて出荷する
レタスの栽培が盛んです。これにより、夏から秋に多く出荷する長野県などの産地と出荷時期
が重ならないようになっており、大消費地である東京都などに近い「近郊農業」の利点も活か
されています。


